
札幌医科大学皮膚科 小野 一郎

第42回日本創傷治癒学会を開催させて頂いて

私どもは 3 年前の日本創傷治癒学会理事会ならびに評議員会、総会の

ご推薦とご承認を頂き、第 42 回日本創傷治癒学会の鋭意準備を進めて

まいりました。会場は札幌市中央区のかでる 2 ・ 7と設定し､北国の冬の期

間には成りましたが、平成 24 年12月2日から 4日迄の 3日間にわたり、学

術集会 ・ 総会 ・ プレシンポジウムを開催させて頂きました。本学会は外科

学、形成外科学、皮膚科学などの臨床研究者、病理学をはじめとした基礎

研究者さらには看護学研究者が横断的に集い、高いアカデミズムを持つ

基礎的研究成果を発表するとともにその現実的 ・ 集学的な臨床応用の

手法の確立を目指して議論を行ってきたことが特徴的な学会です。特に最

近は基礎医学の分野から再生医療に関わる最新の研究成果が多数報

告されるようになる傍ら、臨床家や看護学研究者から臨床に直結する治

療戦略に関わる重要な報告が多数報告され、各分野の研究者間で大変

に貴重な議論が行われる様になっており、本学会が創傷治療の現場に果

たしている役割は従来にも増して大きくなってきております。このような背景

から本学術 集会のテーマも「From bench to home through bedside」、「研

究成果をベッドサイドを越えて家庭まで」とさせて頂きました。つまり全ては

創傷を持った患者のために基礎研究者、臨床医師、看護学研究者と多彩

なバックグラウンドを持った研究者が一同に集い、最新の研究成果を最前

線の臨床へ反映する事を目指すものとしました。この点を踏まえ、本学術

集会のプログラム委員会の委員長に札幌医科大学外科学第一講座平田

公一教授にご就任頂き、プログラム委員には東邦大学大学院医学研究科

先端医科学研究センター組織修復 ・ 病態制御学部門　赤坂 喜清教授、

埼玉医科大学形成外科学　市岡 滋教授、名古屋大学大学院頭頚部 ・ 感

覚器外科学 上田 実教授、東京大学大学院医学系研究科老年看護学創

傷看護学分野　真田 弘美教授、京都大学大学院医学研究科形成外科

学　鈴木 茂彦教授、日本医科大学武蔵小杉病院消化器病センター　德

永 昭名誉教授の各先生にご就任頂き、シンポジウム、パネルディスカッショ

ンならびにプレコングレスシンポジウムを企画して頂きました。本学会で多

くの優れたご演題を発表して戴けましたのはこれらの先生のご尽力の賜で

ございますのでこの場をお借り致しまして心から御礼申し上げます。

さて、2012 年は 1962 年にワトソン、クリックが DNA の二重らせん構造を

解明して 50 周年目の年でありますとともに、京都大学の山中伸弥教授の

iPS 細胞の研究成果に対してノーベル賞受賞という創傷治癒学や再生

医療に携わる研究者や臨床家にとって長く記憶される年となりました。
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その記念すべき年の終わりに本会を開催できました

ことは大変に光栄であります。幸い、本学会の理事、

評議員並びに会員、さらにプログラム委員の先生の

皆様のご尽力のおかげさまで当初の目標を大幅に

上回る164 題のプログラムと登録参加者 550人以

上のご参加を頂き、最も心配いたしました天候にも

恵まれまして無事、学術集会最終日を迎えることが

できましたことは、大変に嬉しく存じております。2 題

の招待講演、2つのシンポジウム ( 計 9 題 )、パネル

ディスカッション (6 題 ) に加え、この度の学術集会

で初めて企画させていただきましたいくつかのセッ

ション、プレコングレスシンポジウム (3 題 )、研究奨

励賞講演会 (7 題 )、コンセンサスセッション、イノベー

ションセミナーや WHS-JSWH joint symposium(4

題 ) やランチョンセミナー (2 題 )、イブニングセミナ

ー (2 題 ) にも大変に多くの参加者のご協力を頂き

ましたことは大会長としても大変に有り難く存じてお

ります。各演題 3 分間という限られた時間ではござ

いましたが、20 題の主題演題、108 題の一般演題

におきましても大変に熱のこもった討議が行われ、

本学会が輝ける未来へ向けた第一歩になったもの

と確信しております。是非､今後開催されます学術

集会でこれらのプログラムを発展させ継続して頂け

る基礎となりますことを心から願っております。中で

も、本学会で初めての試みの企画として研究奨励

賞に応募され一次書類審査を通過されました応募

者の皆様に 15 分間 ( 討論時間を含む) ご講演い

ただきました。そのご発表は審査員による厳正な審

査によりさらに優秀な発表を選考して会期中に表

彰する試みで、19 題という大変に多くの応募者から

一次選考を通過した 7 題が実際に会期中にご講

演いただきました。私も聴講させて頂きましたが、大

変に高度な内容の創傷治癒の研究成果が相次い

で発表され、厳正な審査の結果、慶應義塾大学医

学部外科の門多 由恵先生と順天堂大学医学部形

成外科の田中 里佳先生が受賞されました ( 図1)。

この度の学会では先にも述べましたように WHS か

ら 4 人の member が参加して頂いておりましたが、

特別に私からもお願い致しまして研究奨励賞講演

をご聴講頂きました。発表内容がいずれも大変に

高度であることと、大変に優れた presentation 能

力、さらに詳細な discussion が行われていることに

皆様大変に感銘を受けていらっしゃいました。この

企画も有り、会員数も増加致しましたし、さらに優れ

た研究成果を本学会で発表して頂ける大変に良い

企画でありましたことを学会賞選考委員会の委員

の先生に御礼申し上げます。また、初日の12月2日

のプレコングレスシンポジウムは、最近注目を集め

ている陰圧吸引治療を中心に「創傷治癒理論の進

化に基づく最新の治療とケア」とのテーマで教育的

講演会として開催致しました。本シンポジウムは日

本褥瘡学会のご協力を得まして、日本褥瘡学会認

定講習会とさせていただけました。学会の初日、日

曜日の午後からの開催ではありましたが幸い、天

候もちょうど小雪が舞う北国の風情の中、300人と言

う大変に多数の参加者の皆様にご聴講頂けました

( 図 2)。同日の夕方にはウエルカムパーティーを引

き続きロイトン札幌で開催させて頂きましたが、こち

らへは多くの皆様にご参加頂き､有り難く存じており

ます。引き続き12月3日午前中は第一会場で日米

の研究者が成果を報告して意見交換する場として

第 2 回日米合同 (WHS-JSWH) 合同シンポジウムを

開催( 図 3)、招待講演として米国から Elof. Eriksson

教 授に ご 講 演「Transplantation -past, today and 

future-」をご講演頂きました。翌 4日には招待講演

2 を東京薬科大学生命科学部 ・ 腫瘍医科学研究

室　濱田洋文教授に「標的治療の創傷治癒への

応用 ～これから研究者を目指す若い方々へ～」も

ご講演頂きました。さらにそれらに加え、「外科治療

における創傷治癒 ・ 再生医療の最前線」、「再生

医療の現状と将来」と題し､最新の研究成果をご

発表 ・ ご討論していただく 2 つのシンポジウムを開

催いたしました。また、パネルディスカッションとして

「創傷治癒学の新展開 ： 修復と瘢痕形成の分子
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生物学的制御を目指して」も和歌山県立医科大学

法医学教室の近藤稔和教授のご司会で実現でき

ました。会期中の最終のセッションでは本学会のガ

イドライン作成ワーキング委員会からのご提案で

「臓器手術における創傷治癒コンセンサス」の策定

のための議論をするセッションも開催致しました。

このセッションはアンサーパッドを使用して情報収

集をし、今後の創傷治療のための最終的な創傷

治癒コンセンサスを策定する大変に重要な機会と

なるセッションとなったものと自負致しております。

国際医療福祉大学三田病院外科 ・ 消化器センタ

ーの吉田 昌先生をはじめとしてご担当戴きました

ガイドライン作成ワーキング委員会の委員の皆様に

ご尽力を感謝致しますとともに冊子として会員に配

布されて反映されるのを大変に楽しみに致しており

ます。

このように本学術集会では今まで本学会が実践

して参りました創傷治癒の病態の解明とより良い治

療戦略の確立のために貢献するという目標をこの

たびはさらに拡大して多くの関連学会の会員にも

ご参加頂き、さらに発展的な研究を始める端緒と

なることを目指し、学ぶところが多かったと感じて

頂けます事を心から願って全てのプログラムを企画

致しました｡先にも述べましたように本学術集会で

は全ての演題に対して基本的に 3 分間の討論時間

を設けました。この討論時間で十分では無かった

かもしれませんが、討論こそが学術集会に参加する

大きな意義の一つと考えて企画させて頂きました。

そのためもあり、特に多くの演題を限られた時間

の中で進める必要となり、時間が大変にタイトとなっ

ておりましたが、座長の労をおとり頂きました先生

と参加者の皆様のご協力でほぼ予定通りの進行

ができましたことに対しましても心から御礼申し上げ

ます。

札幌でのこの度の学術集会から多数のメッセー

ジと思い出をお持ち帰りいただき、明日からの研

究、臨床の場に少しでもお役に立てていただけま

したら望外の喜びです。今後、本学会にておこなわ

れました創傷治癒に関わる研究、臨床の現場での

数多くの進歩に関する成果の発表と討論が契機と

なり、異なるバックグラウンドの研究者の協力で新

たな研究成果が生み出される事を心から期待して

おります。また、会期中の会員相互の自由な討論 ・

意見交換によって、その病態の解明とより良い治療

戦略の確立のための発展的な研究を始める端緒

となり、今後の研究の発展のために学ぶところが多

かったと感じて頂けました事を心から願っています。

特に基礎研究者が患者の治療に臨床の一線で当

たっている医師や看護師の皆様の研究成果の発

表から今後の研究へのヒントを得たり、逆に臨床家

が先端の基礎研究者の発表から日常の治療方法

を見直すきっかけとなればと願っています。この度

は参加頂きました会員の皆様のさらなる懇親を

深めて頂く事を願い、懇親会も開催させて頂きま

した。本学術集会を通じて将来、傷を持っている患

者さんの治療法が大きく進歩することを心から期待

しており、本年の大分の学会で皆様にまたお会い

できますことを心から願っております。

Full of take-home messages and memories!

なお、学会会期中に撮影致しました写真を第 42

回日本創傷治癒学会 HP に upload 致しましたの

で、会員の方は学会事務局からお送り致しますパス

ワードをお使いいただきますと download していた

だけます。ご利用戴けましたら幸いです。
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WRRに会員の論文が掲載されました

会員の論文がWound Repair and RegenerationのVolume20 Issue No.6に掲載されました。論文名、

著者は下記の通りです。

投稿規程に関しましてはジャーナルホームページ、http://www.w i ley.com/bw/journa l .asp?ref  

=1067-1927&site=1より入手してください。また各巻頭に掲載されておりますInformation for authorsをご参照

下さい。なお、円滑な審査を行うために、2004年度よりオンライン投稿を推奨しております。

丹野　寛大　先生（東北大学医学系研究科　形成外科学分野）

菅野　恵美　先生（東北大学大学院医学系研究科　保健学専攻）

館　正弘　先生（東北大学医学系研究科　形成外科）

　

「Low-energy extracorporeal shock wave therapy enhances skin wound healing in diabetic mice: A 

critical role of endothelial nitric oxide synthase 」

P.887〜 P.895

図3: WHS-JSWH合同シンポジウム会場風景。

図1: 研究奨励賞受賞者、
慶應義塾大学医学部外科  門多 由恵先生と
順天堂大学医学部形成外科  田中 里佳先生と
德永 昭理事長。

図2: プレコングレスシンポジウム会場風景。
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